
118.近江八幡市

岡山城跡、の調査

岡山城跡i立近江八嶋m牧町岡山にある.岡山はi制中
に浮かぶが加〈突11¥するf!l!立丘陵でl渇聞に視界を巡る
何ものもなく、 -~UJ 、 111 に拠りて一段すれば彼方の叙

山・比良を盟み、 fMを従来する孤舟の影もはっきりと

目にi映すこと が11I来る。よってその姿は対俸の各所、

此俸の各所か ら際だって:ll見出来る。

~ 
曲輸東側lよりの無旬。手術より方形土1賞、建物跡、土
塁。左手に石糧、 j紛の後方に長命寺山.

阿山滅はt主管、佐々木氏の被官であった九里氏の械
館と伝えられ、E昼間f務Jffの将耳I毅i笠が事Itを逃れて当械

に年を過し、 また、そのぬに攻められ洛減した悲劇の

舞台として知られる。111にままれば各所にその的1除とみ

られる.iJZ:t白血やそのかみの古加が散見出来る。

発掘調授は1980年から1981年にかけて、 iilll燥地管迎

用道路怨自立に{半ない行なわれ 、 [I~輪跡、門跡、古墳な

どが検出された。<!iJltについてはその第2号墳につい

て、出土52たる郷恋総装飾付蜜を中心に rj滋賀文化財
だより J63号に報告がある.本稿でli建物M'がまとま

った形で発掲された山の革安部のー幽給について術単に

報告してみよう(fAI2 ). 

この幽給跡は大山と'J、山の綜m部にあリ 、 220m'程
の平.ffi地をつくり形成されている.それは礎石建ち建

物跡とそれを側む減跡、広場、土者置さらに一部背後の

山の斜而も採用した蘭倫全体を間む土~で締成される。
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建物跡t立大きく 二鮮に分けられる。ーはU~によって

図まれる東側の建物跡群で、鈎の手にli.区画の建物に

より成る.他のーは河島の外側にあるー械である.この

両者はその方自Eの一致などから本II~給を桃成するー速

の建物跡とみられる.機区画内の建物跡li五区画と考

えられ、一応、 S801-S 805と呼ぶこととする.そ

のうち主廃とみられるのはS601で<I.2mX3.2mの刻

。石による区間がある.礎おlよut亡だが他の建物の例

からみて 5X 7f切の殺伐かとみられる。その南側中央

に階段が付せられておリ、その礎石がi虫干子し、 1110.75
mの階段、入リ口があったと推定され西岡する縫物で

あった.その南側にはS602がある.区制りの右手IJや

礎宥があり1.9mX1.4mで、その南側而の礎石などを

参考にすれば4X 31閉め規制とみられる。そのまQ.絞や

位5まから主屋SB01の日1]底であり、やは り西前する。
S 8031立主皮にその車Ih1J'i{sどするM!物跡で、;jf初lの鋭

機から1.6mX2.3mで3X 5問であろう。その北側中

央に入リ口があったと他され、北耐する。また、この

遺物跡と直交して制 リ石による小区脳 (S805、1.1m

XO.7m)がある。これが小組物なのか、単なる区画な

のかはっきりしないが、その規棋や位置2などから門跡

かも知れない. S 80411主産S601の~tに核してある。

他の建物跡のような区割りの石列Iま見られないが、 S

801と同様の小砂利数がある点、主I!物施設の一部とみ

られる鮎り石がある点、あるいはスベースの点などか

ら建物勝と考えられる.その場合<1X 3問の士見棋で酋

商しよう。これらのS601-S 604諸物跡にはその来
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側、北側に小槌イfが存し、敗lあるいは紋が付されていー

たことが鍛測される.以上のUIJ.内の建物跡には先述し
た如〈小砂手1Iが倣かれていたが、特にS801. S 802 

付近に渚であった.そうした治区囲内の怨物跡の他、

S 803と泌跡を挟んだ形で礎石主主ち建物跡S806があ

る.その.ifi冶:したEをおから身合が6X2削で、その東

・北 ・商の三而に鋪lが付された建物跡で北而する。な

お、その南側 t;t未発~&lで不明だがやはリ』泌が付されて

いたむのと々えている . この~物跡ti僅かだがその前

I(IIより日〈、)h!ft状につくられていた。

i体制q.t上illのS801-S B05 を凶むJf~で設けられて

いる の 本rll1 愉の'1' 火を mÆ~する 1お~WH S 001)は一段

の;1111リ;riで泌l;tされており、特に SB 01 niJiiriの右組み
{立大・ 111!のWtJ りおが!日いられj立了f;J~{，良好でめった。こ

の織の北側の::lミ端、 I lI l f~入リ円付近は首長Tiが設けられ 幽輸北側lの石垣上より飽紛の東部分をみる。西側lに土1媛、

PiH.l~ とな っ ている 。 これに対しこのゆにコ字形に楼す それから策へiMに図まれたi:I物、その東倶1)に土盤をみる。

るi11~ti 紫抗I~ リで\その北jlllJ(/)京尚治(S 002)・来flllJの

前;ltUIHS 003)は派<Il~rlfií は V 字形をgするのまた、

陶fI刊の京i喧il，~(S 004)I;tiえ〈断l而はl瓜4えである。これ

ら作所から虫1'] 取した水 t;t 光j坐したIfj";~から rtlJ倫外の~

針。}に{存としこまJLている.

土.r.u.t1111.自の京 ・北 ・阿i悶に築かれ、 jij・側の山ij!iと
あわせて本IIIJ~の外郭線を形成するものである 内 特に

3反自明の 士J:U正規脱』拡大t二、 ~tから樹にかけて高< (1 

-3 m)つくられている.これはぶ米の山の佼線を利

用しさらに従り士をして築き上げたらのである.これ

に対し、北 .j.時のj二l;!t.t fぬく、 30-5Ocm絞伎の掠り土

であ ったの ニの J:ifliに泌総は検討iH¥米なかったが、あ

るいはI燐の仰lき他，Btがあ ったかと行til{llしている。その

うち北 II!IJ ~U:1.はその ~t!I" 分カ'L~に r岐Jti されていたが、

その榊築主主跡とみられるi制止めよ峨がみられ、本々 t.t

Z濃かれてしゾニニとが総生nll¥米た。この-ltflllJ土星の中央
付 i丘に十J:tあるいはその4J*湖、がj~ 切tLる frll~tがあり、

それが111け'命のq，央付近である<'Ifや一段低くなる部分が

ある ー・j(.などを仰If~ して-1~ I II I 紛の入り n と 推定して いる 。

以上i!!lべた般に、 -1'.目!.I立以fl!lJのそれと-1じ・凶側のもの

では脱叫などに大きな~iübもがある . 1.追って、その目的

とするところにも初 I ~もがあるのだろう 。

.rJh留め状治情。 1111倫入リ門部のIIJiIIlU付近に1.2mX 
1.2mのJJ]移の紛i傍め状の七』泌が南北に1HIJして二割高

設けられていた . そのうち ~tlllqのよ峨( S K 01)にはそ

の来停に一段の石斜iがある.iお憾の土身障(SK02)には

石級みは無かった.ニれら二割高は併存していたのでは

なく、その持主総状態からみて北側のそれは南側土績が

機能を終えた1去にl~ りこまれたものとみられる 。 この

うちSKOl は深さ20cm前後で比較的浅く、内部雄被土

むlji.純1Mにi[eい. また SK02は深さ5仇mを計り内部に

は炭化物を含む粘七が入リ、さらに紋上都には埋葬大の

曲輸内建物主要昔日をみる

鈎事車内建物主要部分を西よりみる.

手前より S806の小礎石、 S001の穫量襲、 S805小建物
の石圏、その奥に S801石圏い、その前面に階段の後石
がみえる.
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繍草稿束、ニヒ集上より全体、ならびに北側jの石垣、さらに

西側の景観をみる。

鶴絵西側!の登り 口付近よりの素銭。 左手下段の石毛Eが門
跡のもので、その上方に平坦簡と大型の礎石がある@ま

たその右手に 2号古墳があり、 その上面が本報告の歯車語、
そしてその対面が石患を持つ曲輪。

石が築織され入念に組め厚さされた状態であ った。

広場a 尚輪内には以上の逃織の他、その商lRIJに建物

跡と同総皮の広さで何の施設もない部分があった。広

場と して様々な用途に使われたのであろう。

Aj王I副総のi憐成は上記の通りであるが、もちろん、当

初からこの;隊な規絞め平湿地があったわけではないの

山の多|商を山1"1]1::1:削り、谷側は織り土をして造成した

ものであるの部分的にはニt止め用の基礎石も必かれ、

少しずつ箆リ土されて世!給平前が形成されたものであ

るのそれは西側の最も高いところで潟さ約3mにも逮

する大変大規模な土木地業であった。

なお、本的輸はj註:終的には火災にi1&ぃ消滅したもの

とみられ、各所か ら俊般の盟主ニi二や建築昔日材などが出土
している。また巡物の髭は緩めて少なく、短期間のも

のである，

以上述べた憾に 、本雌l輸はその造成の大規棋なこと

や占有する{立遣などから当岡山械に とってlli.著書な地点

でありそれに相応わしい一族のものとみられる。なお、

ζのrUl輸の北の対聞には本絡的なお:li;i.を待つl他紛があ

る。そして間IJIli愉聞には鞍部の殺l頁点を脱としてその

東側に深さ1.5m、rl'J3.1mのZE織りが設けられ、また、
石:l:rti{)いにrll1.5m 般の犬定りikの通路が設けられて
いた。さらに間IJtI拾の凶側受り |ご1にはi/_Ei閲する石垣 (

図 1)を持つ三1~ :t!Jj(ji がめる。日大な~t1!干{が逃存する点
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r，錫'E*豆立面・ 紙面図

や絞り口にfiOする司王あるいは可̂lli.而が狭い点などから

通常の生活空間ではなく 、当:l}j占跡の門跡とョ号えている。

この門跡のF信仰jの伺ーレベルにliI;J山第 2号機があった。

そのJ来聞に本1[11輸跡紛の遺物、あるいは紋織の映など

が出土する点などから当減湖、の総設として{変われたも

の とH主主主している。 (石亀二郎)

:写真は努縞 滋氏の織景長。
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